
コレクション・トーク！しました。 

2010 年 01 月 20 日 

皆さんにコレクションの魅力をお伝えしよう！と、昨年から始まったコレクション・トーク。 

第 4回は、現在展示されている西洋絵画から数点と写真についてお話しました。作品の背景や別の作

品との関係も含め、個々の作品をできるだけ掘り下げられるようにご紹介しました。 

西洋絵画については、普段はクリムトやピカソなどの陰に隠れて、あまり取り上げられることのない

フランス人画家のラウル・デュフィ、アルベール・マルケ、ジャン・デュビュッフェの作品をご説明し

ました。デュフィとマルケはフォーヴィスムの画家仲間、デュフィとデュビュッフェは同じル・アーヴ

ル出身です。 

デュフィの 1906 年に描かれた《サン＝タドレスの浜辺》。 

彼はこの浜辺の眺めを何枚もの作品に描いています。それらの作品を見比べていると、ちょっとした

発見が！当館の作品では浜辺沿いの道を 2人の通行人が歩いています。が、よく見ると画面右下に黒い

足が 2本！！これは別の作品の傘をさした人物の表現と似ています。気に入らなかったのか、構図上の

問題なのか、デュフィはこの人物を描いた後、上から塗りつぶしてしまったようです。 



↑画面右下を見てください！ 

↑緑の絵具のしたから足がみえる！？ 



↑これはデュフィがサン＝タドレスの眺めを描いた別の作品に登場する人物 

上の消されてしまった人物の足と似てるような・・・ 

次に写真の展示室ですが、「芸術家たちの姿」と題し、アーヴィング・ペンによる芸術家のポートレ

ート、アンディ・ウォーホルのセルフポートレート、制作する芸術家たちの姿をとらえた大辻清司と安

斎重雄の写真が紹介されています。 



↑アーヴィング・ペンの写真 右からフランシス・ベーコン、ピカソ、ヘンリー・ムーア、ジャスパー・

ジョーンズの肖像 

特にアーヴィング・ペンの肖像写真は、さすがファッション写真家！どの作家も非常にかっこよく、

ダンディです。特にピカソの肖像は絶品で、口元は襟で、額は帽子で隠れ、右目は影になって見えず、

左目だけが大きく見開かれています。鋭い眼光とその周囲に刻まれた深いしわは、天才画家の強い個性

を、緊張感を持って伝えます。 

またフランシス・ベーコンの肖像は、通常何もない無機質な背景にモデルを置いて撮影するペンには

珍しく、背景の壁に何かが貼ってあります。ひとつはレンブラントの自画像が掲載された印刷物のよう

です。 



↑ベーコンの参照資料に掲載されていたレンブラントの自画像 

ベーコンは過去の巨匠たちの作品を自らの作品に引用して制作しました。そのため、このレンブラン

トの印刷物のように、絵の具で汚れたりしわくちゃになった資料が、彼のアトリエに山のようにありま

した。ペンの写真は、レンブラントとベーコンの自画像という 2重構造になっています。 

さらに、ベーコンがなくなった後、アトリエからペンが撮影した写真が発見されました。 



↑ベーコンのアトリエから発見された写真 

面白いことに、この写真は、レンブラントの印刷物のように、絵の具が飛び散りしわだらけになって

いました。ペンの写真はもはや肖像写真ではなく、レンブラントの印刷物と同じ資料になってしまった

わけです。そこには自画像というイメージではなく、資料という物質としての 2重構造が示されている

ようです。 

作品には制作過程があり、作家の意図があり・・・と、さまざまな情報が隠されています。鑑賞する

だけでは分からない情報を、少しでも皆さんにお伝えし、作品や作家、美術にもっともっと関心を持っ

ていただけるようにしたいと思います！ 

 今回のコレクション・トークにご参加くださいました皆様、ありがとうございました！ 

（MRM） 


